
＜ 佐久穂町インターンシップ事業補助金 ＞

受 入 事 業 所 募 集 ！！

町では、大学や短大、専門学校の学卒者、いわゆる新卒者向けの採用活動の
一助となるべく、「インターンシップ事業補助金」を開始します。

将来の中核を担う人材の確保が中長期的な課題として浮き彫りになってきており、
売り手市場となっている就職活動（採用活動）の中で、少しでも新卒者との接
点となればと考えておりますので、ご活用を検討ください。

※学生にも補助しますので、学生に対する受入事業所の負担を軽減します。
受入事業所に対する補助金額も近隣市町村では最高水準です。

※受入について（カリキュラムの検討など）、専門家によるアドバイスも検討しております。
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＜ 事業実施の流れ（予定含む） ＞

・受入学生1人につき2万円、
上限10万円
（参加学生にも交通費、
宿泊費の補助予定）

受入事業所への補助

・町内の中小企業で、5日間以上
のインターンシップ（受入）
カリキュラムを実施すること。
・勤務中の災害補償のため、
保険加入等すること。

受入事業所の要件

■ 概ね４月中に事業所募集を締め切ります。
■ 学生の募集方法（広報等）について、各事業所と相談させて頂きながら進めます。

≪ お問合せ：佐久穂町役場 産業振興課 商工観光係 ☎0267-88-3956 ≫



佐久穂町インターンシップ事業補助金交付要綱

（趣旨） 第１条 この告示は、町内企業等における学生のインターンシップ参加を促し、町内企業の雇用機会の創出と魅
力の理解促進を図ることを目的に、インターンシップ事業を実施する町内中小企業（以下「受入事業所」という。）及び受入
事業所においてインターンシップに参加した学生（以下「インターンシップ実習生」という。）の負担を軽減するため、予算の
範囲内で補助金を交付することについて、佐久穂町補助金等交付規則（平成17年佐久穂町規則第38号。以下「規則」とい
う。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。

（定義） 第２条 この告示において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところによる。
(１) インターンシップ 学生が定められた期間、企業の現場などで就職活動に従事することをいう。 (２) 学生 学校教育
法（昭和22年法律第26号）第83条の規定による大学、同法第108条の規定による短期大学又は同法第124条の規定によ
る専修学校（以下「大学等」という。）に在籍する者をいう。 (３) 中小企業 町内に本社、支社、営業所及び工場等を設置
している中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第２条第１項各号及び第５項に規定するものをいう。

（補助対象者及び補助金額） 第３条 補助金の交付の対象となる補助対象者及び補助金額は、次に定める補助対象者
の区分に応じ、次のとおりとする。

（交付の条件） 第４条 受入事業所は、インターンシップ実施期間中の学生について、賃金、通勤手当等の支給は行わな
い。ただし、災害補償については、未加入の学生について保険加入等の措置を講じなければならない。
２ 受入事業所は、最低５日間のインターンシップカリキュラムを実施しなければならない。
３ 学生は、インターンシップ実施期間中に知り得た事項について、守秘義務を負う。

（補助金の交付申請） 第５条 補助金の交付を申請しようとする受入事業所は、佐久穂町インターンシップ事業補助金交
付申請書（事業所用）（様式第１号）を、関係書類を添えて町長に提出しなければならない。

２ 学生は佐久穂町インターンシップ事業補助金交付申請書（学生用）（様式第１号の２）を、関係書類を添えて町長に提出
しなければならない。

（補助金の交付決定） 第６条 町長は、補助金の交付申請があったときは、その内容を審査し、補助金を交付すべきもの
と認めたときは、佐久穂町インターンシップ事業補助金交付決定通知書（様式第２号及び様式第２号の２）を交付して通知
するものとする。

（実績報告） 第７条 補助金の交付決定を受けた者は、補助事業を完了したときは、佐久穂町インターンシップ事業補助
金実績報告書（様式第３号）に次に掲げる書類を添付して町長に提出しなければならない。
(１) 受入学生名簿（受入事業所のみ） (２) 補助事業の実施状況が確認できる書類（カリキュラムが記載されている書類、
成果物がある場合はその写しや写真、その他実習時の写真等）（受入事業所のみ） (３) 交通費及び宿泊費の支払が確
認できる書類（領収書等の写し）（インターンシップ実習生のみ） (４) その他町長が必要と認める書類

（補助金の確定等） 第８条 補助金の交付確定、交付請求、交付決定の取消し及び補助金の返還等の手続は、規則の規
定による。

（補則） 第９条 この告示に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、町長が別に定める。

附 則 この告示は、平成31年４月１日から施行する。

補助対象者 補助対象経費 補 助 金 額

受入事業所
インターンシップ実習生
受入れに係る経費

インターンシップ実習生１人につき2万円とし、受入れ人数にかかわらず10万円を上限とする。

学生

交通費
インターンシップに参加するために要した公共交通機関の利用に関する費用のうち、就業中の通勤にかか
る費用を除いた額で、1万円を上限とする。（1,000円未満の端数は切捨て）

宿泊費
インターンシップに参加するために要した宿泊施設の利用に関する費用の額で、１泊当たり5千円を上限に、
５泊までとする。（1,000円未満の端数は切捨て）


